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ドクターのための相続知識
相続と上場株式
手残りが変わる株式の落とし穴

シニア・プライベートバンカー 佐藤　喜博
投資が広がり、株式は身近な資産になってきました。一方で、相続のときには見

落としがちな注意点があります。今回は課税口座（特定・一般口座）の株式を例
に、相続で気をつけたい点を事例でまとめました。同じ額で分けたつもりが手残りに
差が出る理由を見ていきましょう。

◎ 本記事をお勧めする方
 相続財産に上場株式をお持ちの方
 株を売って納税資金にあてようとお考えの方
 どの株を誰が相続するか分割で悩んでいる方

※上記は、２０２６年 6月現在の税制・税率及び令和８年度税制改正大綱（令和 7年 12月19日公表）に基づ
き作成しておりますが、あくまでも概要について説明した参考情報（値）であり、その内容の正確性をお約束す
るものではありません。また、税制・税率は将来変更されることがあります。なお、個別の取扱いにつきましては、
所轄の税務署の判断によりますので、お客さまご自身にて所轄の税務署または税理士にご確認ください。改
正内容は今後発遣される通達により確定します。詳細につきましては、税理士・弁護士等にご確認ください。

ポイント1：「毎日動く株価、相続の株の評価額はどうなる？
　上場株式の相続税評価額をご案内します。
上場株式の相続税評価額は次の4つの価額のうち最も低いものを銘柄毎に選べます。
① 課税時期（亡くなった日）の終値
② 課税時期の月の、毎日の終値の月平均額
③ 前月の、毎日の終値の月平均額
④ 前々月の、毎日の終値の月平均額

ポイント2：株の売却益には譲渡所得税等がかかります。
株を売って現金化し、相続税の納税資金にあてようと考える方によくお会いしますが、

注意したいのは株を売却した場合には売却益（譲渡所得）に20.315%の税金がかか
ることです。
・上場株式等の譲渡所得税等 ＝ A×20.315%
・A ＝ 譲渡収入金額 －（取得費＋委託手数料）

この取得費は、相続時の評価額ではなく、被相続人が株を購入したときの価額を引
き継ぎます。長年保有し購入時の価額が分からない株は、取得費を売却代金の5%
しか計上できず、手残りが大きく目減りします。

ポイント３：おさえておきたい取得費加算の特例
相続後に株の売却を考えている場合は「取得費加算の特例」をおさえておきましょう。
相続開始から3年 10ヶ月以内に売却することで、その株式の相続の際に支払った

相続税を取得費に加算できるため株売却の際に課税される譲渡所得税等を軽減でき
ます。
・取得費に加算する相続税額 ＝ 相続税額 ×〔譲渡財産の相続税評価額 ÷ 相続
税課税価格（債務控除前）〕

上記の相続税評価の考え方や譲渡所得税等税の計算、取得費加算の特例を踏ま
えて事例で比較してみましょう。
【前提条件】：母と4人兄弟（長男～四男）のケース（父はすでに他界）
・母の遺産は上場株式 4億円のみ（配偶者は既に他界）
・長男～四男は平等になるよう均等に分割時 4億円の株を各 1億円ずつ相続し、相
続税は各自1,895 万円
・4人とも相続後に1億円で売却（下記表内“手残り”は相続税・譲渡所得税等
控除後）

長男 次男 三男 四男
母の取得費 5,000 万円 1億円 2億円 不明（→500万円）
相続税評価額 1億円 1億円 1億円 1億円
売却価格 1億円 1億円 1億円 1億円

3 年１０ヶ月以内
に売却し取得費
加算の特例適用

売却益 3,105 万円 0円 なし（含み損） 7,605 万円
譲渡所得税等 約 631 万円 0円 0円 約 1,545 万円
手残り 約 7,474 万円 約 8,105 万円 約 8,105 万円 約 6,560 万円

3 年１０ヶ月後に
売却し取得費加
算の特例なし

売却益 5,000 万円 0円 なし（含み損） 9,500 万円
譲渡所得税等 約 1,016 万円 0円 0円 約 1,930 万円
手残り 約 7,089 万円 約 8,105 万円 約 8,105 万円 約 6,175 万円

「平等に」という想いで1億円ずつ分けたはずなのに、手残りは長男・四男と次男・
三男で分かれました。

まとめ：遺す株、現金化する株の仕分けは元気なうちに
様 な々ケースが想定される株の相続ですが、お伝えしたいのは相続税評価額が同じ

でも被相続人の取得価額次第で現金化後の手残りが変わるということです。だからこそ
有効なのが「生前の備え」です。相続人が計算や売却のタイミングに悩む前に、元気
なうちに、どの株を遺し、どの株を現金化するかを落ち着いて仕分けし、生命保険など
に組み替えておけば、手残りの差も、分割の悩みも、納税資金の不安も、まとめて防げ
ます。
相続人に難しい判断を残さないことが、最大の思いやりではないでしょうか。




